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研究開発の内容 
• 家庭、オフィス、商店街などの施設では、場所や時間
によって多様な雑音特性を持つため、音声など特定
の音を対象としたアプリケーションでは期待した性能
が得られない現状 

• 本研究では： 
– 複数の固定および移動型のマイクロホンアレイと
レーザ距離センサ（LRF）群を連携 

– いつ、どこで、どのような音が発生したのかを表現
した音環境の時空間的特性を構造化 

– それを利用してアプリケーションの対象となる音の
抽出に役立てるための音環境知能の基盤技術の
研究開発 





研究開発の成果（２） 
• 音響技術とロボティクス技術の融合により、３次元
音環境地図を20cm以内の位置精度で生成する移
動型アレイを開発 

• 騒音源や異常音などの検出 





今後の研究開発の展開及び 
波及効果創出への取り組み 

• 音環境知能技術の活用により、音声に限らず、特定
の音を対象とした幅広い応用性が期待できる： 

• 聴覚障碍者のための音の可視化、高齢者のための
知的な補聴器、防犯用の異常音検知など 

• 本プロジェクトで培った成果の応用の一つとして、
「音環境知能を活用した取捨選択型の聴覚支援シ
ステム」の研究課題がH27年度SCOPEに採択され、
現在研究開発を進めている 

• ベンチャー企業と、音環境知能技術の実用化に向
けて商談を進めている 

 


